
市民協働課

１ 市民活動の推進

みきボランタリーフェスタ の開催

多種多様なボランティア・市民活動団体が日頃の活動を広く市民に周知し、活動者同士が連携

し協働によるまちづくりに取り組んでいくための機会づくりとして、三木市社会福祉協議会（ボ

ランタリー活動プラザみき）と共催実施した。リモート参加や動画配信を取り入れるなど、新型

コロナウイルス感染防止対策を実施した上で行った。

開 催 日 令和 年 月 日（日）

開催場所 市民活動センター

内 容 ボランティア団体紹介展示、情報ひろば、体験ひろば他

まちづくりの集いの開催

少子高齢化や核家族化を背景にした自治会活動の直面する課題と今後の魅力ある自治会活動

の促進を目的に、「みきボランタリーフェスタ 」の一環として次のとおり開催した。新型コ

ロナウイルス感染防止対策として、動画による生配信も行った。

開 催 日 令和 年 月 日（日

開催場所 市民活動センター 大会議室

テ ー マ 「地域のええとこ再発見！」～人・モノ・アイデアで地域間交流を考えよう～

内 容 講演

講 師 法人神戸まちづくり研究所 野崎 隆一氏

２ 市民活動支援事業の推進

協働と参画のまちづくりの推進を図り、地域力を高めるとともに市民の福祉の増進に資するこ

とを目的に、公益的な活動を行う市民活動団体の募集を行い、その活動を支援する補助金を交付

した。

申請件数 件（立上げ支援）

採択件数 件（立上げ支援）

交付件数 件（立上げ支援）

交付金額 円

３ 花火大会開催事業

「みっきぃ夏まつり 」は人々が集いふれあう機会を提供し、また、元気で活力あるまち三

木市を市内外にアピールすることを目的として開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、中止となった。

４ 市民活動センター

よりよい地域づくりのための市民の自主的・自立的な公益活動を支援するとともに、市民との協

働のまちづくり及び市民相互の交流を促進するため、市民活動に関する相談や情報の提供など市民

活動センターの効果的な運営に努めた。

利用状況（市民活動センター本館）

利用数

部屋

月 月 月 月 月 月 月

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人

大会議室
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中会議室

研修室

研修室

視聴覚室

会議室

市民交流室

和室

託児室

多目的室

研修室

囲碁将棋

事務所来場者

計

利用数

部屋

月 月 月 月 月 年 計

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人

大会議室

中会議室

研修室

研修室

視聴覚室

会議室

市民交流室

和室

託児室

多目的室

研修室

囲碁将棋

事務所来場者

計

利用状況（市民活動センター分館）

利用数

部屋

月 月 月 月 月 月 月

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人

大講座室

中講座室

特別会議室

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

ﾙｰﾑ①

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

ﾙｰﾑ②

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

ﾙｰﾑ⑤

ｸｯｷﾝｸﾞﾙｰﾑ

交流ﾌﾟﾗｻﾞ

計

 

利用数 

部屋 

11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年 計 

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 

大講座室 15 258 11 202 13 291 13 263 13 233 166 3,095 

中講座室 12 202 12 129 8 130 13 163 11 133 118 1,366 

特別会議室 11 122 7 88 8 58 9 57 8 48 109 889 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

ﾙｰﾑ① 
2 7 1 0 1 2 0 0 2 3 15 35 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

ﾙｰﾑ② 
1 2 1 0 0 0 1 7 2 6 7 15 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

ﾙｰﾑ⑤ 
7 42 4 9 4 16 2 6 6 15 47 161 

ｸｯｷﾝｸﾞﾙｰﾑ 5 44 7 53 3 21 2 14 7 48 51 389 

交流ﾌﾟﾗｻﾞ 31 366 26 402 24 363 27 409 31 274 338 4,533 

計 84 1,043 69 883 61 881 67 919 80 760 851 10,483 

※ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ③④は資料室として使用。貸室としていない。 

 

５ 国際交流・多文化共生 

(1) 市民の国際交流についての理解と関心を高め、外国人との相互理解と国際協力を促進するこ

とにより、世界にひらかれた心豊かな地域社会の育成を図る三木市国際交流協会を支援した。 

補助金額 6,875,000 円 

国際交流協会において実施した主な事業 

・ことばの教室（外国語 7 クラス、日本語 2 クラス） 

・国際理解講座（3 回） 

・COOL MIKI～日本語 de スピーチ＆ソング～ 

・子ども英語暗唱大会 

・ぐるっとワールド in Miki 

・外国人の子ども支援（日本語教室みきっズ、にほんご de まなぼう） 

 ・通訳、翻訳協力（8 回） 

 ・出前講座（公民館 2 回、小学校 2 回、高校 6 回、他 4 回） 

(2) 委託事業 

   技能実習生等の外国人住民の増加により、地域の多文化共生の体制づくりが急がれる。日本 

語教育等の推進を通じて共生のまちづくりを推進するため、三木市国際交流協会に委託した。 

ア 多文化共生社会のための基盤づくり事業 

・外国人のための日本語教室の開催 3 会場（教育センター、自由が丘公民館、国際交流プラ

ザ）、オンライン日本語教室 

・日本語ボランティアの育成 養成講座（3 回） 

・外国人のための生活情報誌「三木市生活ガイドブック（中国語版）」の翻訳  

イ 姉妹都市交流事業 

三木市とアメリカ合衆国のバイセリア市とは姉妹都市提携をして令和 3 年度で 55 周年、オ 

ーストラリアのフェデレーション市とは令和 4 年度に 25 周年を迎えたことから、姉妹都市提

携周年記念事業として「姉妹都市提携周年記念 写真展及び座談会」を開催した。 

フェデレーション市との姉妹都市交流の訪問団派遣は、コロナ禍の状況を鑑み訪問団の派

遣は行わず、これまでの両市の友好関係を未来へ繋げるため「姉妹都市提携 25 周年オンライ

ン交流会」を実施した。 

(3) 多文化共生事業 

   外国人住民の増加に伴い、お互いの言語や習慣の違いから地域住民との摩擦や様々な生活上
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利用数 

部屋 

11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年 計 

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 

大講座室 15 258 11 202 13 291 13 263 13 233 166 3,095 

中講座室 12 202 12 129 8 130 13 163 11 133 118 1,366 

特別会議室 11 122 7 88 8 58 9 57 8 48 109 889 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

ﾙｰﾑ① 
2 7 1 0 1 2 0 0 2 3 15 35 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

ﾙｰﾑ② 
1 2 1 0 0 0 1 7 2 6 7 15 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

ﾙｰﾑ⑤ 
7 42 4 9 4 16 2 6 6 15 47 161 

ｸｯｷﾝｸﾞﾙｰﾑ 5 44 7 53 3 21 2 14 7 48 51 389 

交流ﾌﾟﾗｻﾞ 31 366 26 402 24 363 27 409 31 274 338 4,533 

計 84 1,043 69 883 61 881 67 919 80 760 851 10,483 

※ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ③④は資料室として使用。貸室としていない。 

 

５ 国際交流・多文化共生 

(1) 市民の国際交流についての理解と関心を高め、外国人との相互理解と国際協力を促進するこ

とにより、世界にひらかれた心豊かな地域社会の育成を図る三木市国際交流協会を支援した。 

補助金額 6,875,000 円 

国際交流協会において実施した主な事業 

・ことばの教室（外国語 7 クラス、日本語 2 クラス） 

・国際理解講座（3 回） 

・COOL MIKI～日本語 de スピーチ＆ソング～ 

・子ども英語暗唱大会 

・ぐるっとワールド in Miki 

・外国人の子ども支援（日本語教室みきっズ、にほんご de まなぼう） 

 ・通訳、翻訳協力（8 回） 

 ・出前講座（公民館 2 回、小学校 2 回、高校 6 回、他 4 回） 

(2) 委託事業 

   技能実習生等の外国人住民の増加により、地域の多文化共生の体制づくりが急がれる。日本 

語教育等の推進を通じて共生のまちづくりを推進するため、三木市国際交流協会に委託した。 

ア 多文化共生社会のための基盤づくり事業 

・外国人のための日本語教室の開催 3 会場（教育センター、自由が丘公民館、国際交流プラ

ザ）、オンライン日本語教室 

・日本語ボランティアの育成 養成講座（3 回） 

・外国人のための生活情報誌「三木市生活ガイドブック（中国語版）」の翻訳  

イ 姉妹都市交流事業 

三木市とアメリカ合衆国のバイセリア市とは姉妹都市提携をして令和 3 年度で 55 周年、オ 

ーストラリアのフェデレーション市とは令和 4 年度に 25 周年を迎えたことから、姉妹都市提

携周年記念事業として「姉妹都市提携周年記念 写真展及び座談会」を開催した。 

フェデレーション市との姉妹都市交流の訪問団派遣は、コロナ禍の状況を鑑み訪問団の派

遣は行わず、これまでの両市の友好関係を未来へ繋げるため「姉妹都市提携 25 周年オンライ

ン交流会」を実施した。 

(3) 多文化共生事業 

   外国人住民の増加に伴い、お互いの言語や習慣の違いから地域住民との摩擦や様々な生活上
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の問題が生じている。すべての住民が多文化共生社会の理念を十分に理解し、それぞれが地域

の一員として共に認め合い、お互いに力を合わせながら暮らせるまちづくりを推進した。

ア 多文化共生に向けた意識啓発

外国人住民とのコミュニケーションツールとなる「やさしい日本語」の習得など、行政サー

ビスを向上するため職員研修を実施した。

・やさしい日本語研修（ 回）

・多文化共生理解講座（ 回）

イ 多文化共生社会のための基盤づくり事業

多言語による情報提供など、行政サービスが受けやすい環境整備を推進した。

・外国人国籍別人数調査（ 回）

・外国人在留資格別人数調査（ 回）

・各種行政情報の翻訳業務

・地域調整会議の開催（市町日本語教育体制づくり事業）（ 回

・外国人のための生活オリエンテーション（事業所向け）（ 回）

・外国人のための生活情報誌「三木市生活ガイドブック（中国語版）」の発行

ウ 外国人住民のための相談窓口

外国人住民の相談ニーズに応えるため、国際交流プラザに一元的相談窓口を開設し、各種行

政手続や日常生活、在留資格等に関する相談に対応した。

・相談件数 件

・多文化共生サロンの開催（ 回）

エ 多文化共生推進プラン策定

国籍や民族などの異なる市民が、お互いの文化的な違いを認め合い、対等な関係を築きなが

ら誰もが住みやすいまちづくりを進めるため「三木市多文化共生推進プラン」を策定する。

・三木市多文化共生推進プラン策定検証委員会の開催（ 回）

・庁内幹事会の開催（ 回）

・日本人住民アンケート調査 令和 年 月 日から令和 年 月 日まで

・外国人住民アンケート調査 令和 年 月 日から令和 年 月 日まで

・自治会、活動団体ヒアリング調査 令和 年 月 日から令和 年 月 日まで

・三木市多文化共生のまちづくりに関する調査報告書（概要版含む）作成

・三木市多文化共生推進プラン骨子作成

６ 集会所等整備補助事業

地域住民のコミュニティ活動の拠点や指定緊急避難場所等の防災拠点として集会所等を整備し

た自治会に対して、三木市集会所等整備補助金交付要綱に基づき補助金を交付した。

補助件数 件

補助金額 円

区 分 地 区 自 治 会 名 補助金額（円）

改 築 三 木 前 田

改 築 三 木 鳥 町

改 築 三木南 小 林

改 築 志 染 御 坂

改 築 緑が丘 緑が丘町本町

改 築 自由が丘 東自由が丘 丁目

改 築 自由が丘 ピアン

改 築 自由が丘 自由が丘本町 丁目

改 築 青 山 青山 丁目

改 築 吉 川 実 楽
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公園整備 口吉川 保 木

７ 掲示板設置費補助事業

市及び住民相互の広報活動のために、掲示板を設置及び改修した自治会に対して、三木市掲示

板設置費補助金交付要綱に基づき補助金を交付した。

補助件数 件

補助金額 円

区 分 地 区 自 治 会 名 補助金額（円）

新 設 吉 川 稲 田

新 設 吉 川 福 井

改 修 三 木 与呂木青葉台

建 替 自由が丘 東自由が丘 丁目

改 修 自由が丘 自由が丘西

改 修 吉 川 みなぎ台中

改 修 吉 川 みなぎ台第

８ 市政懇談会

市民の意見や提言を市政に反映させ、市民の市政への参加を促すとともに、行政と市民が方向

性を共有してまちづくりを進めるための意見交換の場として市政懇談会を実施した。

日 程 時 間 地 区 場 所

月 日 水 午後 時 分～ 口吉川地区 口吉川町公民館

月 日 水 午後 時 分～ 三木南地区 三木南交流センター

月 日 日 午後 時～ 青山地区 青山公民館

月 日 日 午後 時～ 別所地区 別所町公民館

月 日 金 午後 時～ 三木地区 中央公民館

月 日 土 午後 時～ 吉川地区 山田錦の館

月 日 金 午後 時～ 志染地区 志染町公民館

月 日 水 午後 時～ 緑が丘地区 緑が丘町公民館

月 日 土 午後 時～ 自由が丘地区 自由が丘公民館

※ 月 日 月）に開催を予定していた細川地区市政懇談会は令和 年度は開催しないこととな

った。

９ 区長協議会

三木市区長協議会連合会

各地区区長協議会相互の連絡調整を保持し、各関係機関との連携を図り、連合会の円滑な運

営と豊かな地域づくりに資するため、区長協議会連合会活動の支援を行った。

各地区区長協議会

各単位自治会相互の連絡協調と親睦を図り、地域社会の繁栄と地域住民の福祉増進に資する

ため、必要に応じて各地区区長協議会活動の支援を行った。

１０ 顕彰事業

市の礎を築いた偉業をたたえ、広く市民に周知するため、偉人の遺徳を顕彰するイベントを開
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催する団体を支援した。

別所公奉賛会の取組

ア 別所公春まつり

開 催 日 令和 年 月 日（木）

開催場所 上の丸公園

内 容 歌碑祭

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、武者行列や各種共催事業は中止したが、伝統

行事である歌碑祭は実施した。

イ 祥月命日法要

開 催 日 令和 年 月 日（火）

開催場所 雲龍寺

内 容 法要のみ開催

三木義民顕彰会の取組

ア 義民顕彰会常任委員会

内 容 事業報告、決算、事業計画、予算

イ 夏の義民祭

開 催 日 令和 年 月 日（月）

開催場所 本要寺

内 容 法要、虫干しのみ開催

ウ 冬の義民祭

開 催 日 令和 年 月 日（木

開催場所 本長寺

内 容 法要のみ開催

１１ 地縁による団体の認可

地縁による団体が地域的な共同活動を円滑に行うために、法人格を得る認可について地方自治

法に基づき事務処理を行った。

認可地縁団体数 団体（令和 年 月 日現在）

認可申請等の事務処理件数

種 類 件 数

認可（うち生産森林組合からの組織変更）

規約変更認可申請

告示事項変更届出

印鑑登録申請

印鑑登録証明書交付申請

地縁団体の証明書交付請求

地縁団体が所有する不動産に係る登記の特例

１２ 市民協議会・地域まちづくり交付金

地域のさまざまな課題の解決や住み良いまちづくりに向けて、地域のことは地域で考え、住民自

ら行動していく組織づくりに向けて市民協議会の設立を支援し、平成 年度末には市内 地区す

べてにおいて市民協議会が設立されている。

活き活きとした地域づくりを実践している市民協議会に対して地域まちづくり交付金を交付し

た。

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各地区の活動については規模縮小や中止を余儀

なくされた。
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市民協議会設立状況及び地域まちづくり交付金交付状況

地区名 名 称 設立日 交付金額（円）

三 木 三木地区ふれあい交流事業推進委員会 平成 年 月 日

三 木 南 三木南ふれあいプロジェクト 平成 年 月 日

別 所 別所まちづくり協議会 平成 年 月 日

志 染 志染ふれあい委員会 平成 年 月 日

細 川 細川町豊かな町づくり推進協議会 平成 年 月 日

口 吉 川 口吉川ふれあいまちづくり協議会 平成 年 月 日

緑 が 丘 三木市緑が丘町まちづくり協議会 平成 年 月 日

自由が丘 自由が丘市民協議会 平成 年 月 日

青 山 青山まちづくり協議会 平成 年 月 日

吉 川 吉川町まちづくり協議会 平成 年 月 日

計 団体

１３ まちづくりに関するその他助成

三木城下町まちづくり協議会

三木市街づくり助成要綱に基づき、住民による「まちづくり活動」を支援した。

ア 団 体 名 三木城下町まちづくり協議会

イ 支援内容 活動助成金額 円

ウ 活動内容 ・まちづくり協議会かわら版「釜山城」の発行

・自然・都市環境部会

養蜂事業 まちかど緑化事業

・イベント・交流部会

三木地区各寺院を会場としたスタンプラリー

１４ さんさんギャラリー オアシス

市民の作品展示等の発表の場である市民ギャラリーの管理及び運営の支援を行っている。今年度

は、全市的な公平性や市内の公共施設と比較及び見直しを行った結果、機能を公民館へ移行し閉鎖

する方針とした。

来館者数 （単位：人）

月 令和 年度 令和 年度 前年比 月 令和 年度 令和 年度 前年比

月 △ 月

月 月 △

月 月 △

月 △ 月

月 月 △

月 月

計

地区別使用状況 （単位：人（団体 ）

地区名 令和 年度 令和 年度 前年比 地区名 令和 年度 令和 年度 前年比

三 木 緑が丘

三木南 自由が丘
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別 所 青 山

志 染 吉 川

細 川 その他

口吉川 市 外 △

計

（注） 「その他」欄には、市、公民館、学校等による使用分を計上
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